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岡山県学力・学習状況調査

調査問題を活用した授業改善のポイント

岡山県教育庁義務教育課



国 語国 語



授業改善のポイント１

「司会者の役割」や「参加者の役割」を理解し、その役割を果た「司会者の役割」や「参加者の役割」を理解し、その役割を果た
すことのできる力を付ける授業にな ていますか？すことのできる力を付ける授業にな ていますか？すことのできる力を付ける授業になっていますか？すことのできる力を付ける授業になっていますか？

改善 ポイ ト改善のポイント

① 付けたい力を明確に① 付けたい力を明確に

② 付けたい力にふさわしい言語活動の設定・指導過② 付けたい力にふさわしい言語活動の設定 指導過
程の構築

③ 具体的な手立てを

④ 系統性を踏まえた授業づくり



２ オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容
についての話し合いにおいて、についての話し合いにおいて、司会や参加者の役割を司会や参加者の役割を

問題 ３
に いての話し合いにおいて、に いての話し合いにおいて、司会や参加者の役割を司会や参加者の役割を
捉え捉えたり、話し合いのたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容流れを踏まえて交流会の内容にに
ついて条件に従って適切に書いたりする問題。ついて条件に従って適切に書いたりする問題。



３ オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容
についての話し合いにおいて、についての話し合いにおいて、司会司会や参加者の役割をや参加者の役割を

問題 ３
に いての話し合いにおいて、に いての話し合いにおいて、司会司会や参加者の役割をや参加者の役割を
捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に
ついて条件に従って適切に書いたりする問題。ついて条件に従って適切に書いたりする問題。

【出題のねらい】

• 司会の役割を理解したうえで話
し合いを進行することができるし合いを進行することができる。

（
２

正答

）

４４



４ オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容
についての話し合いにおいて、司会やについての話し合いにおいて、司会や参加者の役割参加者の役割をを

問題 ３
に いての話し合いにおいて、司会やに いての話し合いにおいて、司会や参加者の役割参加者の役割をを
捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に
ついて条件に従って適切に書いたりする問題。ついて条件に従って適切に書いたりする問題。

【出題 ねら 】【出題のねらい】

• 話し合いでの発言の意図を理解
することができるすることができる。

（
３

正答

）

３３



５ オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容オープンスクールでの高齢者の方との交流会の内容
についての話し合いにおいて、についての話し合いにおいて、司会司会や参加者の役割をや参加者の役割を

問題 ３
に いての話し合いにおいて、に いての話し合いにおいて、司会司会や参加者の役割をや参加者の役割を
捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に捉えたり、話し合いの流れを踏まえて交流会の内容に
ついて条件に従って適切に書いたりする問題。ついて条件に従って適切に書いたりする問題。

【出題のねらい】

• 司会の役割を理解を理
解することができる解することができる。

（
４

正答

）

４４



６
司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら

ポイント① 付けたい力を明確に

司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら
話し合う力話し合う力を付けるを付ける授業授業

話し合いを円滑に進めるためには…
司会司会 違う立場から出されたそれぞれの意見を整理

参加者 司会の果たす役割を理解した上で、協働的な態度で話し合いを進める

「協働的な発言」とは？協 発言」

互いの意見のよいところを吸収して
最も優れた解決策を考えるような発言最も優れた解決策を考えるような発言



７
ポイント① 付けたい力を明確に

司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら司会の役割を理解し、立場や意図を捉えながら
話し合う力話し合う力を付けるを付ける授業授業

司会の具体的な話し方やまとめ方を学習する場の設定

（例） モデルとなる討論会の様子の動画による視聴

実際の話し合いの後に 司会の進行について実際の話し合いの後に、司会の進行について
良かった点や改善点を交流し合ったりする

司会の役割をまとめる司会の役割をまとめる

多くの児童が司会を経験することが大切

など

多くの児童が司会を経験することが大切

学習指導のスタンダード「学びのかなめ」
言葉言葉のルール
発表の仕方、話の聞き方



８

互いの立場や意見を踏まえた上で互いの立場や意見を踏まえた上で

ポイント① 付けたい力を明確に

互いの立場や意見を踏まえた上で、互いの立場や意見を踏まえた上で、
質問や意見を言って、話し合う力質問や意見を言って、話し合う力を付けるを付ける授業授業

自分の意見と相手の意見とを比較して、
立場や意見の違いを明確にした上で 質問や意見を述べる立場や意見の違いを明確にした上で、質問や意見を述べる。

相手の意見を引用した発言
根拠となる事実を明確にした発言根拠となる事実を明確にした発言

事実の裏付けのある意見を発表するために、
事前に話す内容を想定し、根拠となるデータや意見を収集しておく。

学 指 ダ ド
簡潔でわかりやすい発言

学習指導のスタンダード
「学び合う学習集団づくり」

• どの子も活躍（発言）できる場面を…
• 互いに認め合う関係づくりを…

発言できる時間が限られているので、
自分が最も伝えたいことを端的に発言する。



９
ポイント① 付けたい力を明確に

互いの立場や意見を踏まえた上で互いの立場や意見を踏まえた上で互いの立場や意見を踏まえた上で、互いの立場や意見を踏まえた上で、
質問や意見を言って、話し合う力質問や意見を言って、話し合う力を付けるを付ける授業授業

話し手の目的や意図は何か？
伝えたいことは何か？
共に考えたいことは何か？

相手の話の内容を十分に聞き取ったり 必要に応じてメモを取るなどして相手の話の内容を十分に聞き取ったり、必要に応じてメモを取るなどして、

自分の考えとの共通点や相違点
関連して考えたこと など 自分の考えをまとめる自分の考えをまとめる

学習指導のスタンダード
【授業５（フ イブ）】【授業５（ファイブ）】

②自分で考え表現する時間を確保する。



10
様々なスタイルの話し合い活動様々なスタイルの話し合い活動

ポイント② 付けたい力にふさわしい言語活動の設定・指導過程の構築

様々なスタイルの話し合い活動様々なスタイルの話し合い活動

【具体例①】シンポジウム【具体例①】シンポジウム

聞き手の前で発信者が決められたテーマについて提案し、
その後、聴衆（参加者）が質問や意見を出し合い、新しい考え方を発見する話し合いの方法その後、聴衆（参加者）が質問や意見を出し合い、新しい考え方を発見する話し合いの方法

① 司会：テーマについて説明する （約１分） 【ポイント】全員の積極的な参加
司会者：

② パネラー：自分の意見を発表する （１～３分）

疑問を投げ掛けるなど発言が
活発になるようにする

パネラー：
参加者全員で考えていきたい

③ 司会・パネラー：対立している点をまとめ、
パネラー同士が議論する （約１０分）

参加者全員で考えていきたい
内容を提案する

聴衆：
聞くだけに終わらず積極的に

④ 司会：会場から質問を受ける （約５分）

質問や意見を言う

⑤ パネラー：言い残したことやまとめたことの意見を発表する （約１分ずつ）



11
様々なスタイルの話し合い活動様々なスタイルの話し合い活動

ポイント② 付けたい力にふさわしい言語活動の設定・指導過程の構築

様々なスタイルの話し合い活動様々なスタイルの話し合い活動

【具体例②】パネルディスカッション【具体例②】パネルディスカッション

聞き手の前で発信者が決められたテーマについて異なる立場で議論する話し合いの方法

① 司会：共通の課題の確認

② パネラ 各パネラ による提案② パネラー：各パネラーによる提案

③ 聴衆：質問・意見 提案に対する自分の考えの発表③ 聴衆：質問 意見

④ パネラー：パネラーの意見

提案に対する自分の考えの発表
（例）「～と思うのですが、どう思いますか」など

⑤ 司会：まとめ

③④を繰り返し、意見を深めていく

⑥ パネラー：言い残したことやまとめたことの発表



12
言語活動の充実を目指すために言語活動の充実を目指すために

ポイント③ 具体的な手立てを

様々な学習活動において 国語科と

言語活動の充実を目指すために言語活動の充実を目指すために

様々な学習活動において、国語科と
の関連を意識して実践していく。

総合的な学習の時間の体験活動などを、国語科での学習活動の教材として考える。

総合的な学習の時間での活動国語科での言語活動
他の教科での活動

国語科での言語活動

総合的な学習の時間の発表などを 国語科で身に付けた話す力を発揮する場面と考える総合的な学習の時間の発表などを、国語科で身に付けた話す力を発揮する場面と考える。

「話すこと・聞くこと」の指導で身に付けた力を、日常的な学習で想
起させ、繰り返し使わせるようにする。



13
学年の発達段階・学習の系統性を踏まえた学年の発達段階・学習の系統性を踏まえた

ポイント④ 系統性を踏まえた授業づくり

学年の発達段階 学習の系統性を踏まえた学年の発達段階 学習の系統性を踏まえた
授業づくり授業づくり

A 話すこと・聞くこと 「話し合うこと」の発展系統（学習指導要領から）

第１・２学年 互いの話を集中して聞き 話題に沿って話し合うこと 今

小
学
校

第１ ２学年 互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うこと

第３・４学年
互い考えの共通点や相違点を考え、司会や提案な
どの役割を果たしながら、進行に沿って話し合うこと

今
回
の
問
題校

第５・６学年
互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に
話し合うこと

話合いの話題や方向性をとらえて的確に話したり、

題
は
コ
コ
！

中
学

第１学年
話合 の話題や方向性をとらえて的確に話したり、
相手の発言を注意して聞いたりして、自分の考えを
まとめること

第 学年
相手の立場や考えを尊重し 目的に沿って話し合い

学
校

第２学年
相手の立場や考えを尊重し、目的に沿って話し合い、
互いの発言を検討して自分の考えを広げること

第３学年
話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工
夫し 課題の解決に向けて互いの考えを生かし合う第３学年 夫し、課題の解決に向けて互いの考えを生かし合う
こと



14 全国学力・学習状況調査でも全国学力・学習状況調査でも

平成２５年度平成２５年度
中学校 国語Ｂ

平成２６年度
小学校 国語Ｂ

平成２６年度
中学校 国語Ａ


